
学　習　上　の　留　意　点　お　よ　び　学　習　上　の　助　言

この講義では、これまでに習得した数学と物理の知識が必要ですので、これらの復習をしておく必要があります。特
に、前期で習得した制御数学と密接に関係していますので、前期の復習も行っておく必要があります。講義ノート（プリ
ント）を毎回配布しますが、教科書はもとより、以前の講義資料を使用することもありますので、ファイリングするなどし
て、全ての講義ノートを毎回持参して下さい（制御数学の資料も含みます）。

思考・推論・創造への
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【適用、分析レベル】
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知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベ
ル】

◎ ◎ ◎ ○

合計

総合評価割合 40 40 10 10

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 数学、物理、制御数学

教科書 自作プリントを毎回配布する

補助教材等 「ラプラス変換入門」水本久夫著（森北出版）、「フーリエ･ラプラス変換の基礎」楊剣鳴著（コロナ社)

学　習　到　達　目　標

第3学年 制御情報工学科 履修 1単位

JABEE基準１（２） −

− 講義
後期

30 時間
90分/週

科目名 ダイナミックシステム（ Dynamic Systems ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態

科目の到達
目標レベル

（1）種々のシステムの動特性を分類できる。
（2）一次遅れ系の伝達関数を説明し過渡応答を求めることができる。
（3）二次遅れ系の伝達関数を説明し過渡応答を求めることができる。

学習・教育目標 (C)

開講時期

担　当　教　員 【常勤】　久保田　良輔

総時間数
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まとめ これまで扱った問題を解くことができる （復習）
講義ノートをまとめること

総　授　業　時　間　数 30 時間

答案返却・解答解説
授業改善アンケートの実施

試験問題の解説を通して間違った箇所を理解でき
る

インパルス応答を算出することができる （予習）
制御数学の内容を復習し
ておくこと

ステップ応答を算出することができる （予習）
制御数学の内容を復習し
ておくこと

二次遅れ系の標準形を理解することができる

（復習）
講義ノートをまとめること

一次遅れ系の伝達関数を導出し、その入出力特
性を理解できる

（予習）
制御数学の内容を復習し
ておくこと

演習：様々な系の挙動を微分方程式で記述し、そ
の伝達関数を導出することができる

（予習）
制御数学の内容を復習し
ておくこと

一次遅れ系の過渡応答を理解できる （復習）
講義ノートをまとめること

システムについて システムとその分類を理解できる （復習）
講義ノートをまとめること

システムの入出力特性を理解できる （復習）
講義ノートをまとめること

力学系の性質を理解できる （復習）
講義ノートをまとめること

動的システム

一次遅れ系

流体系の性質を理解できる

電気回路系の性質を理解できる （復習）
講義ノートをまとめること

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容

（予習・復習）

中間試験

期末試験

過渡応答

二次遅れ系 （予習）
制御数学の内容を復習し
ておくこと

答案返却・解答解説
過渡応答

二次遅れ系の過渡応答を理解できる （予習）
制御数学の内容を復習し
ておくこと


